
とある新規の
高度ICT演習

学生・教員向け学内用統合システムの開発
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やること

公立はこだて未来大学の生徒・先生があると便利だと思えるツール・サービ

スを開発する。

Ex. 
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このICT演習の利点は何なのか

使いたい・触ってみたい技術を使ってサービス開発

作るもの駆動はもちろんだが、技術駆動も！

　　もちろんWEBでもモバイルでもサーバーでもなんでも可
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なぜ技術や分野を絞らないか

様々な技術を使うことで作れるものの選択肢を広げる
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既存のアイデア
考えもしない

技術

新しい意味へ



この演習の制約は？

● サービスを作る際に、未来大内で実運用することを考える

　　サーバー費、アーキテクチャ、メンテナンス性等

● 実際に使用してもらいフィードバックを受け、改善する
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活動の大まかな流れ（最初）

メンバー募集

　　↓

メンバー内で使いたい技術・やりたいことを共有

　　↓

メンバー内でチームを組み、チームごとにサービスを開発する
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活動の大まかな流れ（開発）

開発

　↓

verX.0 完成 ＆ リリース

　↓

レビューをもとにサービスを改善
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簡易年間スケジュール (未確定)
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4月 メンバー交流  & 情報交換 & サービス企画

5月 サービス企画  & 開発準備 & サービス設計

6月 サービス設計  & 技術検証

7月 beta版開発

8月 イベント

9月 イベント & 開発

10月 beta版完成



簡易年間スケジュール (未確定)
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11月 サービス改善  

12月 v1.0リリース

1月 ver. 更新 ＆ 次年度計画

2月 次年度計画

多分もう少し緩いスケジュールにします



開発体制
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最終的に

各チームで作ったサービスを統合し、一つのサービスとして提供する

11

FUN’s one service
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